
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＣＯＯＰ　ＪＯＳＯ　ＮＥＷＳ　ＬＥＴＴＥＲ　2012　３－４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　               　　　　　   　　　　　　2012.03.12　7　　   

発行/専務理事　丸山
tel：050-5511-3926

2011年度活動テーマ

発酵食品で放射能に打ち克つ健

康づくり。人々の協同で

被災地復興と大地再生。

 発酵と復興

【ものづくり、人づくり、地域づくり】　震災・原発事故から１年

2012年度、組合員みんな
一年間がんばりました！

みんなでしゃべって、学んで、動
いて、やり切った！

同じ思いの仲間がいてよかった。
みんなありがとう！

つくば地区

阿見地区

柏地区放射能学習会

黒部先生講演会

小川仙月さん講演会

取手地区発酵食品交流会
つくばみらい地区

放射能学習会

片山雄介さん講演会「放射性物質に
よる被曝と発酵醸造食品の効用」

登喜和食品遊作社長
「発酵食品講習会at龍ヶ崎」

坂東地区
牛久地区

守谷地区 常総地区

子ども達を放射能から守ろう！「放射能調査隊」が

各地域の公園、通学路などの空間線量を測定

『放射能に負けない身体づくり』お友達も誘って地域の「放射能講演会・地区巡
回学習交流会・発酵食品交流会」に多数が参加。組合員拡大にもつながりました

★被災地復興支援基金募金に

は2,200名の組合員が参加。

募金の総額は1,000万円を

超えました。

★支援基金募金によって、35件

の被災生産者に総額740万

円のお見舞い金をお渡し出

来ました。また津波の被害に

あった生産者のガレキ撤去

など復旧支援活動を行うこと

が出来ました。

今回（3月4回）は、今年度最終の企画回です。

「発酵と復興」の商品が勢揃い。
組合員みんなの利用で産地を支えましょう！
・今年度（2011年度）、組合員みんなで利用した「発酵と復興」の商品をあらためて紹介
しています。

・組合員みんなで2年間待ち続け発酵させた№11「しょうゆもろみ」、福島復興の願いを
込めて仕込んだ大木代吉本店の№22「明日への架ヶ橋」 （純米吟醸酒）、

・女川のさんま屋さんの製造再開第一号の№89「さんま黒酢煮」など、各生産者、この一
年の思い込めてこしらえます。

・組合員みんなの利用が、森、里、海の産地を勇気づけます！



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【東日本大震災・東京電力福島第一原発事故から一年】

　「勇気をもらった」 「元気をもらった」 「がんばった1年だったね」 みんなのがんばりが集まって協同の力に！

「脱原発くらし見直し委員会」大活躍！

お料理大好きチームが自信作

を持ち寄り。商品案内にも登

場予定。乞うご期待！

福島の子供たちに「綿ふとん」を届けました！

組合員有志（綿むすめ）が3か月かけ

て「綿繰り」し、常総市の川亀布団

店の協力で出来あがった和綿の「ベ

ビー布団」20組を「あいコープふく

しま」のお母さん達に届けました

土浦地区「お料理ポケット」結成

お手伝い組合員さんが

生協本部に駆けつけミ

ニパンフのセット作業

守谷駅でミニパンフの

ポスティング

「原発を止めたい」思いを地域にアピール

9.11土浦パレード12.11つくばパレード

脱原発くらし見直し

委員２名も東海村役

場を訪問し、村上村

長と面談

土浦白帆幼稚園「

大根食育」

つくば白帆幼稚園「

みそ開き」

「常総オリジナル醤油」のラベル貼り

も組合員有志の手で。ありがとう！

組合員さんが寄せた被災地への

支援品の仕分けも有志が集まっ

て。ご苦労さまでした！

龍ヶ崎のお母さん達が「放

射能から子供たちの命を守

る方策」を市長に要請

自分たちで調べた流山駅周

辺の土壌測定結果を持って

流山市役所に対策を要請

43名のメンバーが月1回の委員会に
結集。委員会内「ミニパンフ作成チー
ム」「チェルノブイリ翻訳プロジェクト」
が大活躍！

地域の幼稚園の食育お手伝い

常総生協組合員がリーダーシップをと
って行政に放射能対策の申し入れ

村上村長への多数のお手紙が村長を
勇気づけ、脱原発への後押しに

利根地区「塩麹」料理交流会

2/26東海第２原発「人の鎖」


